
 

                            

 

                             

《学校教育目標》 「夢を語って夢を追う児童生徒の育成」  

            キーワード：「継続」「挑戦」「進化」 

《学校スローガン》 「志、立てて、学んで、夢実現！」 

 

 

 

 

  「１年産業体験」「２年校外活動」「３年県立高校見学」 
 本校は、開校以来、キャリア教育（望ましい職業観・勤労観及び職業に関する知識や技能を身に

つけさせるとともに、自己の個性を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度を育てる教育）の

推進をベースに学校教育を進めています。今年は、コロナ禍のなかで、今までできていた職場体験

活動や高校１日体験入学等ができませんでした。そこで、その代替として、９月２８日（月）に１

年産業体験活動、９月３０日（水）に２年校外活動、１０月５日（月）に３年県立高校見学会を実

施しました。 

 １年生は、佐賀県上場営農センターへ出か 

け、講話を聞き、施設見学をしました。上場 

営農センターの歴史や、事業の紹介（どんな 

研究をしているかなど）、上場地区の農業の発 

展のために尽くしてきた業績等を話していた 

だき、改めて地域の農業の難しさや重要さを 

感じることができました。 

                        ２年生は、虹の松原に出かけ、環境整備を 

してきました。NPO法人 KANNEの協力の 

もと、白砂青松の「虹の松原」を守るために、 

前日には松原の歴史や松葉かきの必要性など 

を学習し、そして、当日は環境を守るために 

松葉かきやゴミ拾いをしてきました。 

３年生は、進路に関する関心を高め、進学 

についての具体的なイメージを持たせること 

を目的に「高校見学会」を実施しました。ま 

た、昼食は、シーサイドホテルでの「テーブ 

ルマナー講座」を受講し、社会に出ても使え 

る食事のマナーを学習しました。当日は、見 

学態度も大変素晴らしく、各高校の先生方からも“高峰中学校の生徒たちは 

素晴らしいですね”との言葉もいただくことができました。今後は、「受検」 

に向けて精一杯の努力をしていく雰囲気を作り出して、全員で目標に向かっ 

て取り組んでほしいものです。 

令和 2 年度 １０月号 
  文責：校長 小林 

キャリア教育の一環として… 



 

 

 

壮士凌雲 ～響かせろ 高峰の声～ 
１１月１日（日）に開催する文化発表会のスローガンが上記のように決定しました。壮士凌雲（そ

うしりょううん）とは、“積極的に高みを目指す志”の意味があり、①各学年が目標を高くもって今

まで以上に良い文化発表会にしたい。②コロナに負けずに歌声を響かせて、みんなを感動させる合

唱にしたい。という願いが込められています。今年は、今までとは違った形での文化発表会（３密

回避、半日開催）ですが、この願いが達成できるように、合唱や劇の練習に励んでいます。当日は、 

「進化」した高峰中を見せてくれることを期待しています。 

 

 

 

  １０月４日（日）に地区中体連駅伝大会が浜玉町のひれふり 

グラウンドを発着地点として、開催されました。 

結果は、残念ながら男女とも入賞はできませんでしたが、選手 

全員がすべての区間で全力を尽くして力走しました。（個人でも、 

区間上位に入る選手もいました）本当によく頑張りました。当日 

は、コロナ対策で応援にも制限があり、例年のような声を枯らし 

ながら声援を送ることはできませんでしたが、選手が一体となり 

できる限りの応援をしました。チーム全体のまとまり具合には、 

アットホームな高峰中らしさを感じました。また、保護者の皆様 

の応援も選手に力を与えてくれたと思います。ありがとうござい 

ました。 

 １・２年生は、今年の経験を糧に、来年はさらに上位を目指し 

て、頑張ってくれるものと思います。 

 

 

 

【七夕書き方会 地区審査】 

硬筆 特選：（２年）小森蒼真 柴田真歩 松本快翔 

    入選：（２年）井本健太 

        （３年）前田光裕 德田ななせ 

毛筆 入選：（１年）井本花琳 岸山愁真 松本空斗 

        （２年）伊丹千紗 園田航平 勝山宝仁 平田栞南 

        （３年）西村瑠菜 

【地区新人ソフトテニス大会】 

男子 団体：優勝 

   個人：３位 小森・前田慶ペア 

文化発表会 スローガン決定！ 

「絆」を深めた！～地区中体連駅伝大会～ 

１１月の行事予定 入賞おめでとう！


